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ア ジ ア にお ける女医の 誕生と日本の 女医の 現状

O r i g i n o f F e m a l e D o c t o r s i n A s i a a n d

t h e P r e s e n t C o n d i t i o n o r J a p a n e s e F e m a l e D o c t o r s

小川虞里子 ･ 三浦有紀子

M a rik o O G A W A
,
Y u k i k o M I U R A

要旨 : 科学 ･ 技 術分野 に お け る女性の 人材育成 は､
一

昨年 あた りか ら熱心 に 取り組ま れ つ つ あ る｡

男女の 教育機会 の 公平 は認 め る に して も
､
多くの ボ ス ドク を抱え る中で ､ さ らな る積極策 に つ い

て は 異論 な し と は しな い ｡ しか し ､ 医学 だ け は例外 で あ る
｡
い か な る科学 ･ 技術分野 に も先駆 け

て ､ 女性 は医師を目指 して き た し､ 深刻 な医師不足の 中で ､ 女性医師 に期待 さ れ るもの は少 なく

な い ｡ ま だ踏 み 出 した ば か り の 研究 で あ るが ､ い ず れ は ア ジア 地域全休 へ と 広げ て 行く べ き テ
ー

マ で あ る ｡

ア ジア に おける女医の 誕生と日本の女医の現状

少子高齢化で 世を挙げ て 出産が奨励され て い ると い う の に ､ 医師不足で妊婦や産婦が病院を

タ ライ回しされ ､
そ の 挙句に命を落とす と いう痛ま しい事件が頻発 して い る｡

一

時に 2 人分 の

命がかか っ て い るの で あるから､ もう少し何とかならな い もの かと考え る の だが､ 単 に 医師不

足､ ベ ッ ド数不足とい うだけ で はなく､ 周産期医療の高度化に伴う問題もあるようだ｡ そ う し

た現実の
一

方で ､ 近年､ 近代女医の パ イオ ニ ア の 物語が ア ジ ア で 注目され て い る｡ 女医と称す

る に はち ょ っ と抵抗が あるが､ 韓国 の チ ャ ン グム は大変な人気で ある し､ 台湾 の蕪阿信に つ い

て は長編の 伝記が善かれ ､
そ れ に基 づく テ レ ビ ド ラ マ が人気を博 して い る｡ 韓国に お い て は､

女性 の 科学技術分野 へ の サ ポ ー トを行なう政府機関 N IS - W I S T が 20 0 5 年 に設立 され て ､ 積極

的な活動が始められた が､ N I S - W I S T の 出版物に ア イ ドル 的存在と して よく登場す る の が ､

女性医師 エ ス ク ー ･ キ ム ･ パ ク ( E st h e r K i m P a k 1 8 7 7 - 1 9 1 0) で あ る｡ 彼女は韓国人とし て

西洋医学を修めた最初の 医師で あ っ た｡

近年わが国も含め ようやくア ジ ア全般で ､ 理系の 女子学生 ､ 女性研究者育成 へ の取り組みが

進められ て い るが ､ ア メ リ カ で はす で に 20 年､ 欧州連合で も1 0 年余の 歴史を刻み ､ 科学 に お

ける女性の歴史や女性科学者の現状を示す統計が整備され て き て い る ｡ な か で も欧州連合の統

計冊子Sh e F ig u r e s 2 0 0 3 , S h e F ig u r e s 2 0 0 6 は ､ 世界 の模範で ある｡ そ う した欧米の 先進的取り組

みの 中で待たれ て い る の が ､ ア ジ ア か らの 情報で ある
1

｡

以下は､ い ずれ欧米に向けて 発信す べ き ア ジア に おける情報収集の 手始めに ､ ア ジア に おけ

る女性医師と日本の 女性医師の 現状を簡単にまとめようとしたもの で ある｡ ア ジア地域の ｢ 科

学に おける女性｣ プ ロ グ ラ ム は､ ア ジ ア学術会議､ ア ジ ア 太平洋経済協力会議 ( A P E C) ､ ま

た ユ ネ ス コ が 関係す る R E S G E S T な どで 取り組み がはじまり､ ま と まり の ある情報収集が望

まれ て い ると こ ろ で ある ｡
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乏しい ア ジア か らの 情報発信

200 0 年 に 出版され た 『科学に携わる女性の 伝記事典』 ( 以下 『伝記事典』) は ､ 総頁 1 ,4 9 9

頁 ､ 収録人数 2 ,5 0 0 名 に達する画期的な大型二巻本で ある｡ た しか に欧米の女性科学者技術者

に つ い て は よく網羅され て い る｡ しか し､ ア ジ ア の視点か ら そ の事典を見直して みると ､ 情報

源が極め て 限定的で ある こと に驚きを禁じえな い
2

｡ ア ジア の 国 々 か ら エ ン トリ
ー さ れ て い る

女性を
一

覧 ( 表 1) に ま とめ て みると ( 7 カ国それ ぞ れ 1 か ら 7 名 で総数 26) ､ ま ず目 に 付く

の は ､ 出典の 乏しさ で ある｡ 中国の 女性に つ い て は別途に情報が入手され て い るが ､ 他の 国 々

に つ い て は出典をほ とん ど ヘ ル ス テ ッ ドの 『世界の女医 : 医療 パ イオ ニ ア の 自伝』 に頼 っ て い

る
3

｡ した が っ て エ ン ト リ - さ れ た人物の大半は､ 医師と して 活躍 した人で ある｡ しかも同書

は 19 7 8 年 の 出版に 際し､ 自伝を寄稿できなければならな い か ら､ そ の 時 に亡くな っ て い る人

は落ちて い る｡ 2 0 0 0 年出版の 事典の 編纂に当た っ て ､ 1 9 7 8 年出版の書籍に全面的に依拠 して

い る と い う こ とは ､ そ れ だ けで 情報は 20 年遅れ て しまう し､ 他分野やそれ以前に没 した人物

は含まれな い ｡

お そ らく これ ほど の女性科学者伝記事典が全面改訂される ことば当分ありえな いだ ろう こ と

表 1 T h e Bi o g r a p hic al Di cti o n a ry of W o m e n i n S cie n c e の ア ジ ア関係分

c o u n tr y

C h i n a

I n d i a

n a m e

L i e u
,
K . 0 . V i c t o ri a

L i n Q i a o zh i ( L i n C h i a o
I C hi)

L u G w e i Pj e n
*

N i e h
,
C h u n g

- e n

W a n g C h i C h e

W a n g Z h e n y l

A l u w ih a r e
,
Fl o r e n c e K a u s h aly a

B h a ti a
,
S h a rj u P a n d i t

J a n aki A m m al , E d a v al eth K a kk at

J b i r a d , J e r u s h a

L a z a r u s
,
H il d a M a r y

S a t u r
,
D o r o t h y M a y

V y tili n g a m ,
K a m al a I s r a el

J a p a n M i y aji , K u n i e

O gi n o , G .

T a k e u c h i
,
S h ig eァo

T e t s u o , T a m a ァo

K o r e a B a n g , D u c k
- H e u n g

C h a n g , M o o n G ァu n g

K il
,
C h u n g

- H e e

P h ili p p l n e S A c o st a
- S i s o n

,
H o n o ri a

F l o r e n d o
,
S ol e d a d A r c e g a

P a r ri s h
,
R e b e c c a

R a m i r e z
,
R o sit a R i v e r a

S ri L a n k a R a t n a y a k e , M a y

T h a il a n d N etr asiri
,
K h u n yl n g C he r d

- C h a lm g

p r o f e s si o n

C h i n e s e e n t o m o l o g i s t

C h i n e s e p h y si ci a n

C h i n e s e / B riti s h bi o c h e m i s t

C h i n e s e p h y si ci a n

C h i n e s e / U .S . b i o c h e m i s t

C h i n e s e m a th e m a ti ci a n a n d a s tr o n o m is t

B ri ti s h a n d I n d i a p h y si ci a n

I n d i a n P h y si c i a n

b i r th a n d

d e a t h
S O u r C e

fl 1 9 30 - 19 4 0

1 9 0 1 - 1 9 8 3

1 9 0 4 - 1 9 9 1

H

1 8 9 4 _

1 7 6 8 _1 7 9 7

1 9 0 5 _

1 9 0 7 - H

I n di a n b o t a n i st a n d c y t o g e n di ci s t 1 8 9 7
-

I n di a n P h ァsi c i a n 1 8 9 1 -

I n di a n P h ァsi c i a n 1 8 9 0 -

I n d i a n P h ァsi c i a n 1 9 0 2 -

I n d i a n P h y si ci a n 1 9 0 1 -

J a p a n e s e p h y si ci a n 1 8 9 l -?

J a p a n e s e p h y si ci a n fl 1 8 8 0 s

p h y si ci a n a n d fir st m e m b e r of P a rli a m e n t 1 8 8 1
- ?

J a p a n e s e o b s te tri ci a n a n d g y n e c ol o gis t 1 8 8 8
1 ?

K o r e a n p e d i a t ri ci a n 1 9 0 8 1

K o r e a n ob st e tri ci a n a n d g y n e c ol o g lS t 1 9 0 4 -

K o r e a n p h y si c i a n

P h ili p p l n e p h y si ci a n

P h ili p p i n e P h y si ci a n

U .S ./ P h ili p p l n e p h y si c i a n

P h ili p p l n e p
h y si ci a n

S ri L a n k a p h y si c i a n

T h ai p h y si c i a n

1 8 9 9 - 1 9 9 0

1 8 4 8 - ?

1 9 0 3 _ ?

1 8 6 9 - 1 9 5 2

1 9 0 6 _ ?

1 8 9 2 - ?

I 9 0 9 -

H

H

H

H

H

L

H

H

H

H

H

L

H

L

H

H

H

* を付 した Dj e n は ､ 中国の 科学史の研究家と して有名なJ o s e p h N e e d h a m の 助手 と して長く働き､

晩年 に 彼の 妻 と なっ た人物 で ある｡
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を考える と､ 1 9 9 0 年代後半の時点で広 ぐ情報が収集されなか っ た こ とばきわめ て遺憾で ある｡

しか しおそ らく責任の 大半は私たち ア ジ ア の 女性の側に あると言わなければならな い だろう｡

欧米か ら見る と､ あ まり に情報発信が少なすぎる の で ある｡ 個別 の論文は多少書かれ てき て い

る に して も､ あ る程度まとま っ て 参照できる英語の文献 はき わめ て 乏しい ｡ 『伝記事典』 の巻

頭に 記された寄稿者の 中に 日本人の名前はもちろん､ 東洋人の名前を見出すことは出来ない ｡

2 0 0 1 年 に は､ 日本を代表す る女性科学者が自らを英文で綴 っ た 『マ イ ･ ラ イ フ』( MLy L lj Te) が

出版された ｡ ま た ｢ ア ジ ア太平洋物理学会｣ は最新号で ｢女性物理学者｣ を特集 して い るが､

マ リ ー
･ キ ュ リ ー や 呉健雄はあまりに有名でとくに こ の地域に 限定 した発掘､ 再発見と い うも

の で はな い ｡ 拙稿の 狙 い は個別の科学者
･

技術者の紹介で はな い が､ グ ロ
ー バ ル な情報に乗り

遅れな い た め に ､ ア ジ ア から の発信の不足を少しで も補 っ て いく ことが重要で ある ことを指摘

して おきた い
ヰ

｡

しか し
､
と り あえず こ の 一 覧表から ア ジ ア に お ける女性医師に つ い て は多くの情報を得る こ

とが で きる の で ある｡ こ れを検討し､ 誤りは訂正 しながら女性医師の概略を辿るの が本稿前半

の 目標で ある｡

女性医師の ネ ッ ト ワ
ー ク は世界的な レ ベ ル で 早くから整備され て い る し､ どの 国 にお い て も

女性の 科学者 ･ 技術者となると､ まず は女性医師が挙が っ てくる ことば十分に理解で きる｡ し

か し女性が正規の 医学教育を受けて 医師の資格を得る ことは､ 西洋 に お い て もけ っ して 容易な

こと で はなく 1 9 世紀後半の こと で ある. ア メ リ カで は エ リザ ベ ス ･ ブ ラ ッ ク ウ ェ ル Eli z a b e t h

B l a c k w ell ( 1 8 2 ト1 9 1 0) ､ エ ミ リ
ー

･ ブ ラ ッ ク ウ ェ ル E m ilァ Bl a c k w e ll ( 1 8 2 6 -1 9 1 0) ､

ア ン ･ プ レ ス ト ン A n n P r e st o n ( 1 8 1 3 - 1 8 7 2) ､ マ リ
ー

･ ツ ァ ケ ル ツ ェ ウ ス カ M a ri e Z a k r z e w s k a

( 1 8 2 9 - 1 9 0 2) ､ メ ア リ
ー

･ パ ト ナ ム ･ ジ ャ コ
ー ビ M a r y P u t n a m J a c o b i ( 1 8 4 2

-1 9 0 6) ら の 名を

初期の功労者とし て挙げなければならな い だろう ｡ 英語圏で最初の 正規の 医師に な っ た の は エ

リザ ベ ス ･ ブ ラ ッ ク ウ ェ ル で ､ 1 9 世紀半ば の こ ととされ て い る｡ 彼女は 1 86 6 年 に女性の た め

に 医科大学を ニ ュ
ー

ヨ
ー ク に開設した｡ そ の彼女に鼓舞される形で ､ 英国最初の女性医師とな っ

た の は エ リザ ベ ス ･ ギ ャ レ ッ ト ･ ア ン ダ ス ン Eli z a b e th G a r r e tt A n d e r s o n ( 1 8 3 6 - 1 9 1 7) で あ る｡

彼女は 1 86 6 年 ｢ 女性 の ため の聖母 マ リ ア施療院｣ を開設し､ 1 8 7 4 年に は ソ フ ィ ア ･ ジ エ ク ス -

ブ レイ ク S o p h i a J e x - B l a k e ( 1 8 4 0 - 1 9 1 2) に よ っ て ロ ン ド ン女子医学校が設立 され ､ 恒常的に

女性医師が巣立 っ て いく こと に な っ た
5

｡

ア ジア の女性医師パ イオ ニ ア

西洋で の 女性医師の活躍の 時期をおよそ掴んだ上で､ 私 た ち に と っ て あ る程度事情がわかる

日本の 女性に つ い て まず は見て みよう｡ 荻野吟子 (1 85 1 - 1 9 1 3) が エ ン トリ
ー さ れ て い る こ と

に 異存はな い ｡ しか し､ 吟子は G とい うイ ニ シ ャ ル だけ で ある し､ 生没年は不明で 18 8 0 年代

と い う活躍の 時期の みが記されて い る｡ 荻野が最初の女性医師とされ るなら､ 次 い で名前が挙

げられ て しか る べ き人物は吉岡弥生 (18 7 1 - 1 9 5 9) で あ る｡ エ ン ト リ
ー された ｢ ミ ヤ ジ ク ニ

エ｣ ｢ テ ツ オ タ マ ヨ｣ ｢ タ ケウチ シゲ ヨ ( 竹内茂代)｣ の 三人が ともに東京女子医大の卒業生

で ある こ とか ら､ そ ろ っ て 吉岡に言及 して い る に もかかわ らず ､ 彼女は エ ン トリ
ー

さ れ て い な

い
6

｡ 『伝記事典』 の エ ン トリ ー の 原則は 191 0 年ま で の 誕生､ あ る い はそれ以降に誕生して も

す で に没 した人と い う こ と で ある｡ そ れ ならば女医と して 吉岡弥生の ほか に も､ ペ ン シ ル ヴ ェ

-

1 8 3 -
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こ ア 女子医科大学に学んだ岡見京子や日本女医会の創設に尽力 した前田園子らがあげられる べ

き で ある｡ さ ら に そ れ自体
一

般的な女性科学者の伝記事典で ある ことを考慮す るなら､ 当然化

学者の黒田チカ､ 物理学者の 湯浅年子とい っ た多くの人選の可能性が考え られ る
7

｡

日本 に お ける女性医師の 誕生は､ 荻野が医師開業試験に合格 した の が 1 8 8 5 年 ､ 吉岡が東京

女医学校を設立 した の は 1 90 0 年で ある こ とを､ 先 の欧米の状況と比較す ると､ 3 5 年 ほ どの 遅

れが見られ るが､ 他 の 科学分野に比して こ の遅れは小さ い もの と評価で きる ｡ それ こ そが医療

とい う分野に おける女性の 活躍に対する期待が ､
あ ま ねく存在する こ との 証 で もあろう ｡

植民地時代の イ ン ドに お い て も､ 女性医師を幾人か挙げる こ とが で きる
8

｡ イ ン ドの 女性医

師第
一

号 と目され る の は､ カグ ン ビ ニ
ー

･ ガ ン グ リ ー

K a d a m bi n i G a n g u l y ( 旧 姓
バ ス B a s u )

(1 8 6 1 - 1 9 2 3) で 1 8 8 3 年 に べ ス エ
ー ン大学を卒業し､ 同年医科大学に 入学し､ 1 8 8 6 年ベ ン ガ ル

医科大学卒業の 資格を得て 1 88 8 年 か ら レ デ ィ ･ ダ フ リ ン婦人病院に 奉職し､ 後に はイ ン ドの

国会議員に もな っ た ｡ ま た マ ラ
ー タ族 の 女性 ア

-

ナ ン デ ィ バ イ ･ ジ ョ ー

シ A n a n d i b ai J o s hi

(1 8 6 5 -8 7) は
､
ア メ リ カ の ペ ン シ ル ヴ ェ ニ ア 女子医科大学に学ん だ才媛で ､ 帰国後イ ン ド西部

の コ ル - プ ー ル の 新設病院に婦人科の 医師として 奉職したが翌年没した
9

｡ 天折した ジ ョ
ー

シ

は致し方な い とし て も､ 『英国人名辞典』 に も エ ン トリ
ー さ れ て い るガ ングリ ー

の 名前が落ち

て い る の は訂正される べ き こ と で ある
1 0

｡ イ ン ドの クリ ス チ ャ ン の女性医師として 挙げられ る

の は ヒ ル ダ ･ ラ ザ ラ ス H il d a L a z a r u s で ､ 彼女 の名前は先に 述 べ た 『伝記事典』 に見出す こ と

が出来る｡

日本 の植民地時代の台湾に は (19 2 0 - 1 9 4 2) ､ 女性 に 医学教育を行なう機関がなく ､ 医学を

志す女性はほ とん どが日本で教育を受けた ｡ そ の 時期に 日本に 留学した台湾籍の女性は､ 東京

女子医大に 10 1 名､ 帝国女子医専 (現 東邦大学医学部) に 76 名 ､ 東洋女子歯科専門学校に

50 名 で ､
こ の 三校 で 2 2 7 名 に上るが

､
こ れ ら の留学生に 関す る研究はほ とん ど手付かず の 状

況で ある
Il

｡ こ の う ちの 最初期の
一 人が察阿信 (1 89 9 - 1 9 9 0) で ､ 彼女は西洋医学を修めた台

湾初の産婦人科医と して 活躍 した｡ 2 0 0 5 年 に は東方自に よ っ て 彼女を モ デ ル に した長大な小

説 『浪淘沙』 (s a n d i n th e W a v e) が 1 2 年の 歳月を経て 完成され ､
テ レ ビドラ マ 化され て 好評

を博した｡ 20 0 6 年 3 月の 台湾の ｢ 婦女節｣ に 陳水扇総統 は､ 台湾最初の 女子専門学校で ある

淡江中学を訪れて ､ 台湾を男女平等の 理想国家 へ と向け て発展させる意気込みを語り､ 同中学

出身の 察阿信の功績を褒め称えたと いう
1
4

2

｡ 科学技術分野を専攻す る女子学生が少なくない台

湾に つ い て は､ 今後が大い に期待されると ころ で ある｡

タ イ に お い て は
､ 『伝記事典』 に エ ン トリ ー さ れ て い な い ピ ェ - ヌ ･ ホ ー ン ･ ウ ェ チ ャ ブ ン

Pi e r r a H o o n V ejj a b u l ( 1 9 1 0 - ) が 女性医師の 最初と目さ れる ｡ 彼女は パ リ大学医学部に学

び ､ 19 3 2 年 に卒業して 19 3 7 年 に タイ に戻り､ 公衆衛生省に 勤務して女性の 性病撲滅の ため に

闘 っ た ｡ 彼女は婦人と子供の ため の病院を設立 し､ 3 5 人もの子供を彼女自身の養子と して 迎

え成人させた と いう
1 3

｡

最 初に 触れた韓国で は 1 88 7 年 に シ カ ゴ女子医科大学出身の メ
ー

タ ･ - ワ
ー

ド M e t a H o w a r d

と リ リ ア ン ･ ホ - ト ン L illi a n H o r t o n の 二 人が ､
メ ソ デ ィ ス ト教会の女性海外布教団に よ っ て

ソ ウ ル に 派遣された ｡ - ワ
ー ドは 2 年 ほどで健康を損な い 帰国を余儀なくされたが､ ホ - ト ン

医師は官立病院の 婦人科を担当した ｡ ア メ リ カから多くの女性医師が医療伝道師とし て朝鮮を

訪れたが ､ 国内 に は女性医師を養成で きる機関がなく､ エ ス ク ー ･ キ ム ･ バ ク は渡米し､ 1 9 0 0

年 に ボ ル テ ィ モ ア の 女子医科大学を卒業して ､ 医業を開始 した
】4

｡
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フ ィ リ ピ ン に 関 し て は 『伝記事典』 の 記載通り ､ オ ノ リ ア ･ ア コ ス タ ･ シ ソ ン H o n o ri a

A c o s t a - S i s o n が 女性医師の最初とされ て い る ｡ フ ィ リ ピ ン は他 の ア ジ ア の 国 々 と様相を異に し

て い る｡ 現在で も､ 理系 の女子学生や女性研究者が比較的多く存在して い るが ､ 医学 に限 っ て

見 て も早くか ら女性の 医師と して の自立がサ ポ
ー トさ れ て きた ことを知る こ とが で きる｡ 1 9 0 8

年 に フ ィ リ ピ ン大学医学部 ､
19 3 0 年以降に はサ ン ト ･ ト マ ス S a n t o T o m a s 大学 の 医学部が女

子を受け入 れ､ 1 9 3 1 年 に は マ ニ ラ 中央大学が女性医師をめ ざす学生の入学を認めた｡ 1 9 5 2 年

の 時点で毎年千名もの 女医が登録す ると いう こと で ､ あ る意味ア メ リカ の リ ベ ラ ル な風土 の 良

い影響が斎され て い る こ とを伺う こ とが できる ｡ しか し､ こ こ に紹介する ア コ ス タ ･ シ ソ ンが

医師をめ ざす とき に は国内に女子を受け入れる医学部はなく､ 彼女は同僚の オリ ヴ ィ ア ･ サ ラ

マ ン カ 0 1i v i a S a l a m a n c a と ともに ､ ペ ン シ ル ヴ ェ ニ ア女子医科大学に学び､ そ れ ぞ れ 1 90 9 年 ､

1 9 1 0 年 に学位を取得 した ｡ ア コ ス タ ･ シ ソ ン はさら に研鎖を積んだ後に祖国に 戻り､ フ ィ リ

ピ ン大学の 医学部産科婦人科の教授となり､ 同科の科長に もな っ た｡ 彼女は同じ大学の 医学部

長で あり フ ィ リ ピ ン総合病院の 院長で もある ア ン ト ニ オ ･ G ･ シ ソ ン A n t o n i o G . S i s o n と結婚

し て ､ 4 0 年 に わ た っ て 祖国の 医学的進歩の ため に尽力した｡ フ ィ リ ピ ン国内で 教育を受けて

女性医師に な っ た ､ い わ ゆ る第二 世代の 第
一

号 は ､
マ リ

ー
･ バ ズ ･

メ ン ド - ザ M a ri e P a ∑

M e n d o z a で あ る｡ 彼女は 1 90 8 年 に フ ィ リ ピ ン大学医学部 に入学し､ 1 9 1 2 年 に 卒業して 同国で

医学の 学位を得 た最初の 女性 とな っ た ｡ 彼女 は フ ィ リ ピ ン総合病院 の 外科部長ガ ウ ゾ ン

G a u z o n と 結婚し､ 長年病理学者と して奉職し､ の ち に 同大学最初の女性学部長に なり､ 大学

女性研究者フ ィ リ ピ ン協会の 会長に もな っ た｡

『伝記事典』 に は彼女の ほ か に医療伝道師とし て 1 90 6 年 に マ ニ ラ に 到着した レ ベ ッ カ ･

パ リ シR e b e c c a P a r ri s h を 挙げ て い る ｡ パ リ シ はイ ンデ ィ ア ナ 出身で あ るが ､ ど こ で学位を得

た の か は不明で ある｡ 彼女は メ ア リ
ー
･ ジ ョ ン ス ト ン病院お よび看護婦の訓練学校を設立 し､

1 9 3 3 年 ま で 当地で 活躍した｡ ア ジ ア に は パ リ シ の ような医療伝道師が数多く訪れて い るが ､

も っ ともそ れが盛ん で あ っ た の が
､ お そ らく中国で あ っ た ろう

1 5

｡

中国最初の医療伝道師は､ L u ci n d a C o o m b s と さ れる｡ 中国 に は概し て 多くの 女性医師宣教

団が訪れて い るが ､
なか なか中国生え抜きの女性医師は誕生 しな い ｡ 中国人女性と して初め て

医学の 学位を と っ た の は Y a M e i K i n で ､ 1 8 8 5 年 に ア メ リカ で学位を得た｡ 引 き続き ア メ リ

カ で
､ 顕微鏡写真の分野で 活躍した の ち､ 天津で 女性と子供の ため の 病院を開設した｡ M a ri o n

Y a n g は 広範囲な公衆衛生活動で知られ て い るが ､ 詳細 に つ い て はわか らな い ｡ あ ら ゆる分野

で女性の 活躍を見出す こ との で きる中国で あるが ､ 医学分野に 限 っ て は女性医師の養成が遅れ

たよう で ある
16

｡

以上
､ 情報はきわめ て 限られ て い るが､ ア ジア に おける学術交流の機会が増え つ つ あ る今日､

互 い に情報をもちよ っ て 内容を充実させ て いく ことはけ っ し て難 しくはな い はず で ある｡

わが 国にお ける女性医師

これ ま で は
､
ア ジア に おける女医の 創成期に 活躍した女性医師に つ い て 述 べ て きたが ､ 現在

わが国に おける女性医師養成の 現状を医師養成課程入学前か ら考え て い きた い ｡

大学生の 専門分野分布状況は､ 彼 らの 高校在学時点で ､
既 に ある程度予測可能で ある｡ 大抵

の 場合高等学校に は､ 将来受験する大学や学部の受験科目を効率よく履修できる よう な コ ー ス

ー 1 85 -
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が 設定され て おり ､ 概ね 1 年生の段階で ､ 文系か理系か の 選択をす る こ と に な っ て い る｡ 医師

養成課程 へ の 進学を目指す女子学生は､ 受験科目の少な い私立大学医学部を受験する場合で も､

英語と数学 ( Ⅱ
･ B あ る い は Ⅲ ･ C ま で) の他理科 (物理､ 化学､ 生物) の うち 1 科目な い し

は 2 科目の Ⅰ および Ⅱ に つ い て 準備が必要に なる の で ､ 文理選択時に理 系を選んだ女子の 中か

ら養成される こと に な る｡

表 2 に は､ 平成 1 7 年度大学卒業者の 分野別人数を示した｡ 大学卒業者 に占める女子比率は

4 2 % で あり､ 理系 ( 理学､ 工学､ 農学および保健分野) に 限定す ると ､ 3 0 % を 下回る ｡ 株式会

社ベ ネ ッ セ コ
ー ポ レ ー

シ ョ ン が経済産業省の委託を受けて 平成 1 7 年 に実施した ｢進路に 対す

る振返り調査一大学生を対象として - ｣ で は､ 高校時代の教科の 好き嫌い に性差が あり､ 数学

が好きな男子､ 国語や英語が好きな女子とい う傾向がは っ きりと出て い る
17

｡ た と え ､ 医師 に

なりた い と い う希望が あ っ て も目の 前の受験に大きな壁を感 じて しま い 断念す るケ
ー ス は､ 得

意科目とい う こ との み を考えると､ 男子より女子に多い こ とが推察される ｡

表 2 分野別大学卒業者数

人数 女性比率

( % )男 女

全体 318
,
8 1 2 2 3 0

,
4 3 2 4 2 .0

理 系 1 22
,
1 9 1 4 5

,
4 3 8 2 7 .1

理学 14
,
2 7 4 5

,
5 3 1 2 7 .9

工 学 8 5
,
5 0 4 l l

,
1 7 1 l l .6

農学 9
,
1 3 6 6 ,8 8 3 4 3 .0

保健 1 3
,
2 7 7 2 1

,
8 5 3 6 2 . 2

非理系 1 96
,
6 2 1 1 8 4

,
9 9 4 4 8 . 5

人文科学 26
,
9 5 4 6 5

,
5 6 5 7 0 . 9

社会科学 14 3
,
6 4 7 7 3

,
9 9 1 3 4 . 0

商船 1 59 1 4 8 .1

家政 6 94 1 2
,
5 7 3 9 4 .8

教育 l l
,
6 6 4 2 0

,
9 8 2 6 4 .3

芸術 4
,
7 4 1 l l

,
2 9 3 7 0 .4

そ の 他 8
,
7 6 2 5 7 6 6 .2

出典 : 平成1 8 年度学校基本調査 (高等教育機関編)

そ の
一

方 で ､ ｢ 医師 に なりた い から､ 理 系を選択し､ 医学部 に合格 した｣ と い う女子も多い

と思われる｡ 前述 の ベ ネ ッ セ の調査で は､ ｢ 職業を意識した時期｣ に つ い て 質問し､ そ の 結果

を本人の 在籍学部系統別に示して い る｡ 教育学や医歯薬看護学系統で は他の 系統に比 べ て ､ 小

中学校時代で既に意識 して いる比率が高くな っ て い るが ､ そ の要因と して は､ 学校 の先生や医

師､ 看護師等､ 子 ども に と っ て身近な職業で あり､ な お か つ 資格取得と大学の 選択が非常に強

く関連して い る こ とが考え られる｡ い ず れ の学系統で も女子の方が職業意識の芽生えが早い傾

向が示唆され るが､ 医歯薬看護学系統で は明らか な性差が報告され て い る｡ こ れ ら の学系統に

進学した女子大学生の半数近くが､ 既 に小中学校時代に 職業を意識 して いた
一

方､ 男子 で は 2

3 % に 留ま っ て い る｡ こ う い っ た報告を参考にすると ､ ｢ 医師に なりたか っ た から理系 コ
ー

ス を

選択し､ 医学部に 合格した｣ と い う学生は､ 男子より女子に 多い こ とが推察される｡ 逆 に い う

と､ 女子は早い段階で職業を意識し､ そ の 時の かなり制約された情報源をもとに職業人とし て
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の 成功イ メ ー ジを抱い て しまう た め に ､ 医歯薬看護学系に 流れやす い とも い え る か もしれな い ｡

将来非常に有望な職業で ある こ とを期待し､ ま た そ の崇高な職業目的に憧れ て 医師を目指す

女性は ､ 数年前ま で順調に増加して い た か ( 図 Ⅰ) ､ 近年 で は女子比率が 30 % を超え た あ た り

で そ の 伸びが止ま っ て しま っ て い る o 既 に述 べ た よう に ､ 大卒者に 占め る女子比率が約 4 割､

理系 に限定す る と 3 割弱 で あ る こ とを考え る と ､ 医学部入 学者か男子か女子かと い う段階で の

均衡状態に達した とい え 1j: く もな い o し か し､ そ れ以外の 要因も否定は で きま い ｡ 医師と いう

職業人として の 社会的地位が､ 国家資格を取得す る こ と で約束さ れ る と い う こ と は大変魅力的

な こ とで ある に違い 1j: い が ､ 過酷な労働環境に関する情報がに わか に メ デ ィ ア を賑わ せ て い る

こ と か ら
､ 医師の ワ

ー

ク ･ ラ イ フ ･ バ ラ ン ス の 厳し い現状を知る こ と に なり, 特 に女子が 二 の

足を踏むよう に な っ た と い う こ とも考え られる の で あ る o た と え ば､ 独 立行政法人労働政策研

究 ･ 研修機構か メール マ ガ ジ ン に より提供す る情報を検索 した だ け で も､ 20 0 7 年上半期だ け

で
､ 医師の 過労死､ 過労 によ る自殺に対す る労災認定､ 賠償訴訟が 5 例､ 勤務医の過酷な労働

条件の 改善等を訴え る 日 本医労連 の 提言が発見で き た
川

o も し､ 諸外国に比 し､ 我 が国 の女医

育成状況か芳しくな い の で あれば ､ こ う い っ た 医師 の ワ
ー

ク ･ ラ イ フ ･ バ ラ ン ス の 現状が影響

して い る と考え ざ るを得な い｡

図 1 大学医学部女子卒業者敏雄移 出典 : 学校基本語査 (文部科学省)

≡冨≡冨≡富岳望≡喜喜≡議書害曇豆≡書蓋喜芸呈≡害喜 岳岩害毒書書

年珪

大字医学部 ( 医師養成課程) 卒業者に 占め る女子比率か 19 9 2 年 に は 20 % を､ 2 0 0 0 年 に は

30 % を越え た に もかかわ らず ､ 医療施設に従事する医師に 占め る 女性比率 は ､ 1 6 . 4 % ( 2 0 0 4

午) で しか な い ( 表 3) o 経済的に も社会的に も優遇され る と思われ る医師と い う職業に お い

て も､ 男女 で離職傾向が異な る ことか示唆され る｡ さ ら に ､ 女性医師が自ら の 生活設計を考慮

に入れ て自分 の 診療科を選択して い る傾向は , 既 に 指摘され て お り
■り

､ 医療施設に従事す る女

性医師比率を診療科別に み る と､ 皮膚科で 38 .0 % ､ 眼 科 で は 36 .8 % と な っ て い るo そ の
一

方

で , 女性医師比率が低い と こ ろ で は数% , た とえ ば外科で 4 .6 % ､ 整形外科で 3 .6 % で ある か

ら､ 女性医師の 分布状況に はか なり の偏りが あ る こ とがわか る ｡ 先 に述 べ た医師の過労死 ､ 過

労 に よ る自殺の 労災認定や そ の 訴訟の例や
一

連 の ニ ュ
ー ス 等 で もわか るよう に ､ 医師不足が懸

念され て い る ｢ 小児科 ( 女性医師比率 3 1 .2 % ) ｣ , ｢ 産婦人科 ( 同 2 1 . 8 % )｣ ､ ｢ 麻酔科 ( 同 2 9 , 1
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表 3 医療施設従事医師の診療科別性別人数

総数 うち女性 女性比率( % )

医療施設の 従事者 2 56
,
6 6 8 4 2

,
0 4 0 1 6 .4

内科 73
,
6 7 0 1 0

,
9 2 1 1 4 .8

外科 23
,
2 4 0 1

,
0 8 0 4

.6

整形外科 18
,
7 7 1 6 8 4 3 .6

小児科 14
,
6 7 7 4

,
5 7 2 3 1 .2

眼 科 12
,
4 5 2 4

,
5 8 5 3 6 ,8

精神科 12
,
1 5 1 2

,
2 4 5 1 8 .5

消化器科 10
,
3 5 2 1

,
0 8 2 1 0 .5

産婦人科 10
,
1 6 3 2

,
2 1 2 2 1 .8

耳鼻咽喉科 9
,
0 7 6 1

,
6 6 8 1 8 .4

循環器科 9
,
0 0 9 8 7 0 9 . 7

皮膚科 7
,
7 8 0 2

,
9 5 6 3 8 .0

麻酔科 6
,
3 9 7 1

,
8 5 9 2 9 .1

脳神経外科 6
,
2 8 7 2 3 5 3 . 7

泌尿器科 6
,
0 3 2 1 9 4 3 . 2

放射線科 4
,
7 8 0 8 8 1 1 8 .4

出典 : 平成 16 年 医師 ･ 歯科 医師 ･ 薬剤 師調査 ( 厚生労働省)

注) 診療科別 は､ 医師数 の 多い 順に上位 15 位 まで を 示 した｡

% )｣ 等 で も女性医師比率は比較的高い ｡

｢ 小児科｣ ｢ 産科｣ は緊急性の 高い診療科で あり､ 医師不足とい う事態が社会に与える影響

は他の 診療科よりも大きい と考えられる ｡ さ ら に ､ 安心 して 産み育て られる環境の 実現に は､

こ れ ら診療科に お ける医療の 充実が不可欠で ある し､ 少子化が世界でも他に例を見な い ほ ど早

い速度で 進行して い るわが国にお い て は
一

層強く望まれる と こ ろ で ある ｡ 医師の 離職傾向に つ

い て は充分な観察と分析をし､ そ して 適切な対策が とられ て しかる べ き で あろう ｡

医師と して
一

人前 に育 っ た戦力を出産や育児とい っ た ラ イ フ イ ベ ン ト で失う こ と にな らな い

よう ､
い く つ か の試みが始ま っ て い る

20

｡ こ こ で は特 に ､ 麻酔科の例を挙げ て みた い ｡ 先 に引

用した長瀬の 報告も日本臨床麻酔学会か らの もの で あ っ た が ､ 麻酔科関連学会で は､ 近年女性

医師に 関する シ ン ポジ ウ ム等が いく つ か企画され て い る
'

21

｡ 新 た な臨床研修医制度導入な どで ､

新人医師の 獲得競争が激化し､ しか も そ れ以前から麻酔科で は慢性的な マ ン パ ワ
ー

不足が起こ っ

て おり
､
所属医師に占める女性比率が高い医局で は､ 何 とか女性に仕事を続けて 欲し い と望ま

ず に は い られ な い と い う ｡ ｢ 麻酔科｣ は他 の 診療科と事情が違い ､ 医師の 標模科変更の 際に は

流出の みが目立 ち
､
流入が ほとん ど見込めな い と い っ た背景もある

1t'

｡

こ の ような状況下
､
大阪大学麻酔科に よる ｢ マ マ 麻酔医制度｣ 等の 取組みが なされる よう に

な っ た ｡ こ れ は､ ①子どもの保育所の 保育時間に あわせ て の 勤務､ ②当直免除､ ③子どもの 急

病時の 急な欠勤は不問 ( バ ッ ク ア ッ プ ス タ ッ フ の用意) と い う条件の 下に出産後の 女性麻酔科

医の 復職を支援しようと い うもの で ある
I

12

｡ 実際 に こ の 制度を利用して復職 した女性医師の 声

を聞くと､
一 定の 成果が現れ て い る よう に思え るが ､ こ う い っ た取組み は､ 限界 に近 い マ ン パ

ワ
ー

不足に 達した状態で はもう既に時遅し､ 制度を実現するため に必要な バ ッ ク ア ッ プ ス タ ッ

フ が ど こ に も見当た らな い と いう状況 で は実施で きな い と いう こ とをよく理解す べ き で ある｡
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また､ こ の よ うな制度が
一

方的な育児世代の女性の支援とそ の 他の 世代および男性の負担増加

とい う形で実現される べ き で はな い とい う ことも論を待たな い ｡ 育児世代の女性医師を支援す

る ことから始ま っ た検討が ､ 医師の ワ ー ク ･ ラ イ フ ･ バ ラ ン ス の 向上や それ に よ っ て医療の 質

の 向上や充分な医師数の 確保にま で 発展する ことを多くの 人が願 っ て い るだろう｡

東京女子医科大学の 前身､ 東京女医学校の創立者である吉岡弥生は､ 当時 い か に も低か っ た

婦人の社会的地位を向上せ しめ ようと した の が創立の動機で あると述 べ て い る
23

｡ 彼女は､ 女

性 の社会的地位向上に は､ 経済的能力が不可欠で あり､ そ の 能力獲得手段の ひ と つ として ､ 医

師 に なる ことが有効で あ るか ら､ 女子 に対して 医学教育を施そ う と考えたわけ で ある｡ 現在､

医師 に なる こ とが女性 に経済的能力を与えて い る ことは確か で あるが ､
そ れ は医師として 仕事

を続ける ことが前提で あ ろう ｡ あ る年代に さ しかか っ た女性医師が ｢仕事か家庭生活か｣ の選

択を迫られ て い る こ とば ､ 他の 職業と何ら変わりはない ｡ 今後､ こ の間題に対 して い かなる ア

ク シ ョ ン が と られ て いくの か は
､ 社会 における医師の不足感と無関係で はな い こ とだけは い え

そう で ある｡

より広い枠組み の 中で

現状に つ い て は ､
わ が国 に おける女性医師に つ い て述 べ る に とどま っ た が､ さ ら に めざす べ

きは ア ジア各国に お ける女性医師の 状況で ある｡ 歴史的に はどの 国 に お い て も欧米 へ の留学に

よ っ て
､
あ る い は正規の 医師養成課程の な い 中で ､ 女性た ちは苦労して 医師資格を取得 して ､

あ た ら しい通が拓かれ て きた の で ある ｡ そ う した先輩女医た ち の働きが い か に発展的に継承さ

れ て い る の かは､ ぜ ひ検証して おく ペ き事柄で あろう｡

そ し て
､ 次 に見 て おく ペ きは女性医療の 充実で ある｡ わ が国 で は､ 女性医師を現場に つ なぎ

とめる ことだけ で も困難で そ の先 へ と展望が語られない の で あるが､ 冒頭 で述 べ たような妊婦

や産婦が置かれ て い る切迫した状況は早急に 解決が望まれ ､ 女性が安心 して 子供を産む ことが

で きる体制は整え られ な けれ ばならな い ｡ さ ら に その 先 に お い て 手本 とす べ きは ､
1 9 9 0 年前

後に アメ リ カ で急速にすすめ られた女性の ため の 医療改革で ある
23

｡ 医学が男性中心 に進め ら

れ てきた弊害を見据えて ､ 真 に女性の 利益となる医療制度の 確立 を成 し遂げた運動は ､ わ が国

に お い て も早急な実現が望まれ るもの で ある｡ 先進国の 中に あ っ て ､ 著 しく貧しか っ た わが国

の乳がん検診が ようやく平均的 レ ベ ル に な っ た の は つ い最近の こと で あ っ た こ とを忘れ て はな

らな い ｡

1 筆者 の
一

人小川 は､ 2 0 05 年 1 0 月か ら 2 年間 ト ヨ タ 財団の 助成を受 け､ また 2 0 06 年 度に は 単年度の 科

研費 の 助成を受 け て ｢ ア ジア に お け る 女性科学者 ･ 技 術者の ネ ッ ト ワ ー ク の 構築｣ に取 り組ん だ ｡ 直接

的 ･ 間接 的に 各国の 参加メ ン バ ー に負 っ て い る こ とを記して 感謝 し た い ｡ Sh e Fig u r e s 2 0 03 に は ､ 比較 の

た め に 掲載 さ れ るデ ー タ は 合衆国と 日 本だ け で あ っ た が ､ K e) Fig u r e s 20 0 5 にな っ て 少数 な が ら 中国 の

デ ー タ が含 め られ ､ E U の ア ジ ア へ の 関心 の
一

端を 垣 間見 る こ とか で き る｡

2 M a ril y n O g il v ie a n d J o y H a r v e y e d s . T h e B iog r ap hi ca l D icti o n a r) of W To m e n i n S cie n c e ( N e w Y o r k &

L o n d o n : R o u tl e d g e , 2 0 0 0) V o l s . 1 & 2 . もう 一 冊女性科学者 の 情報 が乏 し い 例を挙 げ て お こ う｡ ジ ェ

ニ フ ァ
ー ･ ア グ ロ ウ編纂 マ ク ミ ラ ン版 『世界女性人名大辞典』 竹村和子監訳 国書刊行会 2 0 0 5 年 に ､
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東洋か らの 科学者 と し て 挙 げ られ て い る の は中国の 物理学者 謝希徳 Ⅹie X i d e ( 1 9 2 1-2 0 0 0) た だ
一 人 で

あ る｡

3 L e o n e M c G r e g o r H e ll st e d t , W o m e n PkiγSici a n s of lh e W o rld: A u t obi og rap hi es of M edic a L Pi o n e e r s ( W a s hin g t o n

& L o n d o n : H e m i s p h e r e P u blis hi n g C o r p o r a t io n , 1 9 7 8) す べ て が 3 か ら 4 頁 の 自伝の 寄稿 で編集 され て

お り､ 出典 と な る文献 は 一 切 な し
｡ 出版年 は H ell st e dt の も の よ り 1 年古 い が ､ 以下 の 文献 の 方が は る

か に 科学史的に優れ て い る
｡
S a n d r a L . C h a ff

,
R u t h H a i m b a c h

,
C a r o l F e n i c h e l

,
& N i n a B . W o o d si d e

e d s ･
,
W o m e n in M e dicin e .

･

A B ibliog rap kiy Of th e L ite r a t u r e o n W o m e n P kiy Si ci a n s ( M e t u c h e n , N . J . & L o n d o n :

T h e S c a r e c r o w P r e s s
,
19 7 7) . ア ジ ア の 女性 に つ い て もよく網羅 され て い る ｡ 『伝記事典』 に エ ン トリ ー

さ れ た ア ジア の 女性 に 関す るもう
一

つ の 出典 は､ E st h e r P o hl L o v ej o y , W o m e n D o ct o r s of l h e W o rld ( N e w

Y o r k : T h e M a c m ill a n C o m p a n y , 1 95 7) で あり､ こ れ も女医を扱 っ て い る｡ ア ジ ア の 国々 に つ い て も､

英米の 女性医師が伝道 の
一

環 と して ア ジ ア で 医療 に当た っ た 時期 か ら､ イ ン ド ､ 中国､ 日本､ 朝鮮､ フ ィ

リ ピ ン
､
タ イ で そ れ ぞ れ 最初の 女性医師が 誕 生 して く る ま で を描 い て い る｡ な お 単行本 な が らも

､
『伝

記事典』 の 欠 を 補 う もの と し て ､ L a u r a L y n n W in d s o r , lV o m e n i n M edi ci n e .
I A n E n c) clop edi a ( C alif . :

a b c- cli o , 2 0 0 2) .

4 Y o sh ihi d e K o z a i et al l e d s .
,
M Ly L ･lf e ･

･ T w e n tJ J ap a n e 5 e W o m e n S cie n ti st s ( T o k y o : U c hi d a R o k a k u h o , 2 0 0 1) .

"

W o m e n i n P h y si c s;
'

A A P P S B u lletin
,
V o l .1 7

,
N o .4

,
2 0 0 7 .

5 L o v ej o y ( 注 2) の もの を参照 の こ と｡ 英米の 女医に 関す る 記述 は数多く あ る が ､ 主な もの を 紹介 して

おく｡ ジ ー ン ･ ア ク タ
ー バ ー

グ 『癒 しの 女性史』 長井英子訳 春秋社 1 9 9 4 年 第 1 5 章 ; レ イ チ ェ ル ･

ベ イ カ ー 『世界最初 の 女性医師』大原武夫 ･ 大原
一

枝訳 日本女医会 2 0 0 2 年 ｡

6 エ ン トリ
ー

さ れ た 3 人の 人物の う ち 竹内茂代は東京女医学校最初 の 卒業生 で 産婦人科医､ の ち に医学

博士 と な る｡ ま た 戦後初 の 総選挙で衆議院議員に当選 して 女性代議士 と し て も活躍｡ 残りの 2 名 に つ い

て は ほ とん ど情報 が なく､ エ ン トリ ー され る こ とに疑問が あ る｡

7 日本 の 女 医 に つ い て は M a r a P at e s si o a n d M a rik o O g a w a ,
I -

T o b e c o m e a w o m a n d o c t o r i n e a rl y M eiji

J a p a n ( 1 8 6 8 - 1 8 9 0) : W o m e n
'

s s t r u g gl e s a n d a m b it i o n s ,
"

H isio ri a S cie n ti a r u m
,
V ol . 15 1 2 (2 0 0 5) p p . 1 5 9 1 1 7 6

; 湯浅 年子 に つ い て は､ K e nji lt o ,
■T

G e n d e r a n d P h y si c s i n E a rly 2 0
Lh
c e n t u ry J a p a n : Y u a s a T o sh ik o

'

s

C a s e
,

■'

H isto ri a S cie n li a r u m
,
V o l . 1 4 1 2 (2 0 0 4) p p . 1 1 8 1 13 6 . 都 河明子 ･ 嘉 ノ海暁子 『拓く』 ドメ ス 出版｡

小川星里 子 『フ ェ ミ ニ ズ ム と科 学/技術』 岩波書店 2 0 0 1 年 第 3 章 ｡

8 G e r a ld in e F o r b e s
,
T h e N e w C a m b ridg e H isl o ? of l n di a ･

･ W o m e n in M od e m I n d ia ( C a m b ri d g e : C a m b rid g e

U n i v e r sit y P r e s s , 1 9 9 6) c h a p . 6 .

9 L o v ej o y ( 注 8) で はJ o s hi がJ o sh e e と綴 られ て い る ｡ 彼女 は 子 ども時代 に結婚 し､ 1 3 歳で 出産 した が

子 どもは 死に ､ そ れ か ら学問を修め
､
2 2 歳を迎え る前 に亡く な っ た｡

10 D icti o n a ry of N atio n a l B i og rap kiy , V Ol .2 1 p p . 3 85 - 3 8 6 . ニ ュ
ー デ リ ー の 国立 科学技術開発研究所

( N I S T A D S) の ニ ー

ラ ム ･ ク マ
ー

ル 氏か らの 情報で も､ G a n g u l y をイ ン ド女 医の 第
一 号 とす る認識 は 一

般 的 で あ る ｡ ま た W iki p e di a に も項 目 あ り ｡ ま た M a l a v ik a K a rl e k a r , V oi c e s f r o m W ith in ( 0 Ⅹf o r d

U n iv e r sitァ P r e s s , 1 9 9 1) は ､ G a n g u lァ の 伝記的記述に多く の 頁を 割い て い る｡

l l C hi e n - m l n g Y u ,
‖

T h e C ol o n i al S y st e m , F e m al e M e di c a l P e r s o n n el a n d T h e i r S o ci a l S t a t u s : S o m e

O b s e r v a t io n s o n t h e J a p a n e s e C o lo n ia l P e ri o d i n T ai w a n ,
' I

W ei - h u n g L i n a n d H sia o
I

C hi n H si e h e d s .
,
G e n d e r

,

C u lt u r e a n d S o ci ety Ty o m e n
'

s S tu die s in T a i w a n (S e o u l: E w h a W o m a n s U n i v e r sit y P r e s s , 2 0 0 5) , p p . 3 3 9
- 3 8 8 .

同じ著者 の 論文 と して 以下も参照｡ 潜鑑明 ｢ 植民地期の 台湾籍女医に つ い て｣ 『歴史評論』 19 9 4 年 8 月 ､

5 7- 7 4 頁 ｡
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1 2 T aip ei T i m e s , J u n 1 2･ , 2 0 0 5 , p a g e 18 . 『台湾週報』 2 00 6 年 3 月 8 日 ｡

1 3 L o v ej o y ( 注 2) p p . 2 4 5 - 2 4 7 .

1 4 R h o d a K i n P a k
,

.-

M e d ic a l W o m e n i n K o r e a
,

I -

J o u r n a l of th e A m e ric a n M edic a l Ty o m e n
'

s A s s o ci ati o n
,
v o l . 5

,

n o ･ 3
,
1 9 5 0

, p p .1 16
- 1 1 7 ; R o s e t t a S h e r w o o d H a ll ,

I .

F o r eig n M e di c al W o m e n in K o r e a ,
''

J . A . M . W . A .
,

v ol ･5
,
n o . 10

,
1 9 5 0

, p p . 4 0 4
- 4 0 5 .

1 5 L o v ej o y ( 注 2) p p . 2 4 1 - 2 4 5 .

1 6 山田 辰雄 『近代中国人名辞典』 財団法人霞山会 1 9 95 年 ｡ お よ び H o w a r d L . B o o r m a n & R i c h a r d C .

H o w a r d
,
B i o g r a p h ic a l D i c ti o n a 【ア O f R e p u bli c a n C hi n a ( N e w Y o rk : C ol u m bi a U n i v e r sit y P r e s s , 1 97 9)

4 v o l s . 相 当数 の 女性医師の 名を検索 して み た が､ い ず れ か らも見出す こ と が で き な か っ た ｡

1 7 平成 1 7 年度経済産業省委託調査報告書 ｢ 進路選択 に関す る振返 り調査一大学生 を対象 と して- ｣ (辛

成 1 7 年 1 0 月 株式会社 ベ ネ ッ セ コ ー ポ レ ー シ ョ ン)

18 h t t p :// w w w .jil .g o .j p/ k o k u n a i/ m m / b n /in d e x . ht m

19 長瀬 啓介 ｢ 医 師 とく に麻酔科医の 年齢階層別標梼科変更 に お け る 性差｣ 『日 臨麻医会誌』 v o l .2 5

N o .5
,
4 8 7 - 4 9 3 (2 0 0 5)

2 0 日本家庭医療学会編 『が ん ばれ ! 女性医師 ･ 医学生』 プ リメ ド杜 2 0 03 年 ｡

2 1 平 川直美 ｢ 女性医師の 生産性｣ 『日臨麻医会誌』 v ol .2 5 N o .5
,
4 8 2 - 4 8 6 (2 0 0 5)

2 2 h tt p :// w w w . m e d . o s a k a - u . a c .j p/ p u b/ a n e s/ w w w /in f o m a m a . h t m 1

2 3 東京女子医科大学公式サ イ ト ( w w w . t w m u . a c .j p)

2 4 ロ ン グ
･ シ ー ビ ン ガ - 『ジ ェ ン ダ ー

は 科学を変 え る ! ? 』 小川最里子 ･ 東川佐枝美 ･ 外山浩明訳 工

作舎 2 0 0 2 年 第 6 章 医学｡ M . H . カ サ マ ユ ウ 『乳が ん の 政 治学』 久塚純
一 監訳 早稲田大学出版部

2 0 0 3 年 ｡

- 1 9 1 -


